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概要

海岸保全区域とは、海水又は地盤の変動による被害から海岸を防護するため海岸保全施設の設置その他海岸法
第二章に規定する管理を行う必要があると認めるときは、防護すべき海岸に係る一定の区域を海岸保全区域として、
都道府県知事が指定した区域のことです。（海岸法第３条第１項）

（海岸法より抜粋）

海岸保全区域における行為の制限

海岸保全区域内において、次に掲げる行為をしようとする者は、主務省令で定めるところにより、海岸管理者の許可
を受けなければならない。（海岸法第８条第１項）

一 土石（砂を含む。以下同じ。）を採取すること
二 水面又は公共海岸の土地以外の土地において、他の施設等を新設し、又は改築すること
三 土地の掘削、盛土、切土その他政令で定める行為をすること

１. 海岸保全区域
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［海岸保全区域の表示］

（北海道のホームページより抜粋）

［海岸保全区域の沿岸の表示］

［国土交通省「国土数値情報（海岸線）平成18年度」をもとに加工（EADAS）］

拡大

拡大

収集すべき情報の説明資料（カ行）
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１. 海岸保全区域



概要

学術自然保護地区とは、動物の生息地、植物の生育地及び地質鉱物の所在地のうち、学術上価値のあるもの
として保護することが必要な地区として、道知事が指定した地区のことです。（北海道自然環境等保全条例第22条
第１項）

学術自然保護地区内における行為の制限

学術自然保護地区内においては、何人も、みだりに、植物の採取、動物（動物の卵を含む。）の捕獲、岩石の
採取、火入れ、水質を汚濁する行為その他の自然を損傷する行為をしてはならない。（北海道自然環境等保全
条例第27条）

（北海道のホームページより抜粋）２. 学術自然保護地区
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［学術自然保護地区の表示］

（北海道及び各（総合）振興局のホームページより抜粋）

○ 区域詳細の図面は見つかりませんでした

○ EADASには、学術自然保護地区の記載がありませんでした

収集すべき情報の説明資料（カ行）
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２. 学術自然保護地区



河川区域とは、河川を管理するために必要な区域で、基本的には堤防と堤防に挟まれた間の区間をいいます。
河川区域は大きく分けて、以下の3種類に分かれています。（河川法第６条第１項）
・ 通常水が流れている土地（一号地）
・ 堤防や護岸など、河川を管理するための施設（二号地）
・ 一号地と二号地に挟まれている土地で、一号地と一体化して管理を行う必要のある土地[河川敷]（三号地）

河川保全区域とは、河岸又は河川管理施設を保全するため必要があると認めるとき、河川区域に隣接する一定
の区域を、河川管理者が指定した区域のことです。（河川法第54条第１項）

概要

（国土交通省関東地方整備局
荒川上流河川事務所のホームページ及び河川法より抜粋）

河川区域内の土地において工作物を新築し、改築し、又は除却しようとする者は、国土交通省令で定めるところに
より、河川管理者の許可を受けなければならない。（河川法第26条第１項）
河川保全区域内において、次の各号の一に掲げる行為をしようとする者は、国土交通省令で定めるところにより、河
川管理者の許可を受けなければならない。（河川法第55条第１項）

一 土地の掘さく、盛土又は切土その他土地の形状を変更する行為
二 工作物の新築又は改築

河川区域（河川保全区域）内における行為の制限

３. 河川区域（河川保全区域）
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［国土交通省「国土数値情報（河川）平成18年度～平成21年度」をもとに加工（EADAS）］

（環境省のホームページより抜粋）

拡大

拡大
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概要

環境緑地保護地区とは、市町村の市街地及びその周辺地のうち、環境緑地として維持又は造成することが必要な
地区として、道知事が指定した地区のことです。（北海道自然環境等保全条例第22条第１項）

（北海道のホームページより抜粋）

環境緑地保護区域における行為の届出

環境緑地保護地区等の区域内において次の各号に掲げる行為をしようとする者は、知事に対し、規則で定めるとこ
ろにより、行為の種類、場所、施行方法及び着手予定日その他規則で定める事項を届け出なければならない。
（北海道自然環境等保全条例第25条第１項）

（１）その規模が規則で定める基準を超える建築物その他の工作物を新築し、改築し、又は増築すること
（２）宅地を造成し、土地を開墾し、その他土地の形質を変更すること。
（３）鉱物を掘採し、又は土石を採取すること。
（４）水面を埋め立て、又は干拓すること。
（５）河川、湖沼等の水位又は水量に増減を及ぼさせること。
（６）規則で定める木竹の伐採を行うこと。

知事は、前項の規定による届出があった場合において、当該環境緑地保護地区等の指定の目的を達成するために
必要があると認めるときは、その届出をした者に対して、その届出があった日から起算して30日以内に限り、当該環境
緑地保護地区等の指定の目的を達成するために必要な限度において、その届出に係る行為を禁止し、若しくは制限
し、又は必要な措置をとるべき旨を命ずることができる。（北海道自然環境等保全条例第25条第２項）

４. 環境緑地保護地区
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［環境緑地保護地区の表示］

（北海道及び各（総合）振興局のホームページより抜粋）

（以下省略）

○ 区域詳細の図面は見つかりませんでした

○ EADASには、環境緑地保護地区の記載がありませんでした
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４. 環境緑地保護地区


